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設立　：　平成１７年４月１日	

設立の背景： 
　市民と行政のまちづくりを推進するに当たっては、 
自発的に社会課題に取り組む市民やボランティア 
団体、ＮＰＯ等の市民活動団体の新たな公共の担
い手が重要な役割を果たしています。 
　このため、市民と行政の協働のまちづくりを推進
する上でどのようなものが必要となるかについて、
行政と市民活動団体が平成１３年度から協議を重
ね、市民活動を行う市民の情報交換や交流、活動
の拠点施設、そして市民活動の更なる推進を図る
ための拠点施設として設立。 



開所式 
２００５．４．１４	



公益活動を行う市民活動団体を
総合的に支援するための拠点とし　　　　
ての位置づけ 

公益活動とは 
・自らの自由意思に基づき、自主的・自発的に 
　行う活動 
・誰に対しても開かれていること 
・幅広く多くの人たちの（幸せの）ためであること 
・営利を目的とせずに、社会に貢献する活動 
・政治上の主義の推進や宗教の教義を広める
ことを目的とするものではないもの	



事業の内容 

１．市民活動に関する情報収集と提供 

２．市民活動に関する学習、研修機会の提供 

３．市民活動やボランティアの相談 

４．市民活動団体相互の連携、交流 

５．市民活動のための場所や施設の提供	



	 	 	 	 	 	 		

	平成17～26年度年度別利用者数 	 	 	 	
	 		
	 	 	 	 	 	 		
	　　年　度	１７時迄     １７時以降 	合　計 	 	 		

	平成１７年度 	2,374  921  3,295     
 平成１８年度 	1,876  568  2,444     
 平成１９年度 	1,930  430  2,360     
 平成２０年度 	2,031  536  2,567     
 平成２１年度 	2,243  555  2,798     
 平成２２年度 	1,905  569  2,474　（３月１１日東日本大震災） 
	 	平成２３年度 	2,949  459  3,408 	 	 		

　　　　　　平成２４年度 	3,266  578  3,844     
 平成２５年度 	2,946  580  3,526     
 平成２６年度 	2,627  481  3,108 (参考：１/末現在) 
     合　計　　　　　 24,147　 5,677     29,824     



　　　　　　震災前と震災後 

　来客数の変化　２，４７４人→３，５２６人 

　 来客の変化　　地元の団体　→　様々な地域 

　 スタッフ数　　　２．５人　→　震災直後　１．５人　　　　　　　　　 



・目的は地域の課題解決、よりよい地域づくり、 
・震災後、南相馬市の２０年先であったろう現実を、 
　どう考えまちづくりを考えるか。 
→今までのまちづくりとこれからのまちづくりは違う 
→これを踏まえたまちづくりを考えなければならない 
・財政基盤の強化（９５％が市の補助金） 
→人材（スタッフ）の確保が難しい 
→ 専門性の人材の確保などは夢のまた夢 
→行政の理解度が低い（担当部署、人の交代など） 
・地域と連携し課題を解決できる仕組みをどう作るか 
→NPO団体は今なにが必要で、次に何が必要になるか 
→２歩先の視野・１歩先のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを考える 
　　（せめてその半分でも考える事のできるさぽせん） 

これからの課題 


